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熊野遺跡全景 （合成写真）
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A区中央部

C・D区全景
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A区第2号特殊遺構出士遺物

c区第6号住居跡出土遺物
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C区第18号住居跡出土遺物

c区第21号住居跡出土遺物
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C区第25号住居跡出土遺物

c区第32号住居跡出士遺物
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A区第2号特殊遺構畿内産土師器 c区第18号住居跡出土刻字紡錘車

~ 
熊野遺跡出土円面硯集成



序

埼玉県では、「環境優先」「生活重視」「埼玉の新しいくにづくり」を基本理念に豊かな彩

の国づくり構想の実現を目指して、多彩なまちづくりを進めています。

このたび、岡部町岡地区には、市街地の整備を目的に岡中央土地区画整理事業が実施さ

れました。同時に、事業地内には埼玉県住宅供給公社による岡部町岡中央団地が建設され

ることになりました。

岡部町岡中央団地建設予定地内には埋蔵文化財の所在が確認されておりました。その取

扱いについては、関係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存

の措置が講じられることとなりました。調査につきましては埼玉県生涯学習部文化財保護

課の調整により、埼玉県住宅供給公社の委託を受け、当事業団が実施いたしました。

岡部町は県内でも屈指の埋蔵文化財の宝庫です。特に、埼玉県指定史跡「中宿古代倉庫

群跡」は古代榛沢郡の正倉跡と考えられており、この地が榛沢郡の中心地域であったこと

を如実に示しております。また、平安時代末期から鎌倉時代には岡部六弥太忠澄など、著

名な武蔵武士が輩出しております。

調査の結果、多数の住居跡や掘立柱建物跡、当時の道路跡など奈良•平安時代を中心と

する遺構とそれに伴う遺物が発見されました。そのなかには、畿内産の土師器や円面硯、

陶棺など貰重な遺物も含まれ、遺跡の性格を示す資料として極めて重要な成果を得ること

ができました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の碁礎資料として、また、埋蔵文化財の普及や教育

機関の参考資料として広く活用いただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査の調整に御尽力を頂きました埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協力いただきました埼玉県住

宅供給公社、岡部町教育委員会、並びに地元関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成14年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長中野健一
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本書は、埼玉県大里郡岡部町に所在する熊野遺

跡の発掘調査報告書である。

遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

熊野遺跡 (63-017)KM N 

平成6年度

大里郡岡部町大字岡字熊野2899番地他

平成6年6月24B付け

平成7年度

教文第2-34号

大里郡岡部町大字岡字熊野2993-3番地他

平成7年5月1日付け 教文第2-28号

言

6
 

7
 

発掘調査時の写真撮影は各担当者が行い、遺物

の写真撮影は、大屋道則が行った。口絵7の畿内

産土師器の写真は嵐山町博物誌編纂室から提供を

受けた。

出土品の整理・図版作成は、石塚 香の協力を

8
 

，
 

3
 

4
 

発掘調査は、岡部町岡中央団地建設事業に伴う

事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課が調整し、埼玉県住宅供給公社の委託を受

け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施

した。

本事業は、第I章の組織により実施した。発掘

調査は富田和夫・山本

5
 

靖が平成6年6月1B~ 

平成7年3月31日まで、富田・栗岡

年4月1日～8月31日、平成7年10月1日～平成

8年2月29日まで担当して実施した。

整理 ・報告書作成事業は平成10年6月1日～平

澗が平成7

成11年3月31B、平成13年4月1日～平成14年3

月31日まで富田が担当して実施した。

遺跡の基準点測量及び空中写真撮影は、株式会

社ムサシノに委託した。残存脂肪酸分析は、株式

会社ズコーシャに委託した。

得て富田が行った。

本書の執筆は、 I-1を埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課が、縄文時代の遺物を黒坂禎二、

鉄製品の実測を瀧瀬芳之、その他は富田が担当し

た。

灰釉陶器の産地及び年代観は田中広明、中・近

世陶磁器のそれは浅野春樹 ・ 栗岡填理子•島村範

久、墨書土器の釈読に関しては宮瀧交二の各氏に

ご教示いただいた。

10本書の編集は、富田が行った。

本書に掲載した資料は、平成14年度以降埼玉県

立蔵文化財センターが管理・保管する。

11 

12 本書の作成に際し、下記の方々 ・機関からご教

示・ご指導を賜った。（敬称略）

岡部町教育委員会奈良国立文化財研究所

町教育委員会

浅野春樹荒川正夫

神谷佳明敏行

彦 郷堀英司

島村範久

羽政之

川越俊一

小林

千田茂雄

西口寿生

宮本直樹

飯田充晴 植木

栗岡填理子

桜岡正信

竹野谷俊夫

根本 圭
目+V
 

弘

平田重之

嵐山

内山

黒済和

高 篠崎潔

鶴間正昭 鳥

宮瀧交

渡辺 一



凡例
l 遺跡全体におけるX・Yの数値は、国土標準平

面直角座標第IX系（原点：北緯36° 00'00"、東

経139° 50'00")に基づく座標値を示す。また、

各挿図における方位はすべて座標北を示す。

2 遺跡におけるグリッドの設定は、国土標準平面

直角座標に基づき、 10mXlOm方眼を基本グリッ

ドとしている。

3 グリッド名称は、北西杭を基準として、南北方

向は北から南に 1、2、3…、東西方向は西から

東に 1、2、3…と付し、南北方向、東西方向の

順に数字を組合せ、例えば36-8グリッド等の名

称を付けた。

4 本書における本文・挿図・表に示す遺構の略号

は以下のとおりである。

SJ…竪穴住居跡・竪穴状遺構 SB…掘立柱建

物跡 SK…土堀 SD…溝・堀跡 SE…井戸

跡 SA…ピット列 SX…特殊遺構 sz…道
路跡 Pit…小穴

5 本書における挿図の縮尺は以下のとおりである。

但し、例外もある。

全測図 1 /250 

遺構図 1 /60 1 /30 1 /100 

遺物

土師器・須恵器など 1 / 4 

土器拓影図石器鉄製品土製品 1/3 

銭貨玉類 1/2 

6 遺物のうち、断面を黒塗りしたものは須恵器を

示す。また、灰釉陶器、彩色土器については施釉・

彩色範囲を網をかけて示した。

7 遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高を

示す。

8 遺物観察表の表記方法は次のとおりである。

器種は土師…土師器を 須恵…須恵器、灰釉…

灰釉陶器を示す。また、高台付坪（椀）は高台坪（椀）

と表記した。

口径・器高・底径はcm単位である。

（ ）内の数値は推定値である。

胎土は土器に含まれる鉱物等のうち、特徴的な

ものを示した。

A一角閃石 Bー白色粒子 C一石英 Dー赤色

粒子 Eー長石 Fー黒色粒子 G一雲母または

雲母状微粒子 Hー租砂粒片一片岩針ー白色

針状物質

焼成はA一良好 B―普通 cーやや不良 D 
ー不良の4段階に分けて示した。

残存率は図示した器形に対する、おおまかな残

存程度を％で示した。

備考欄には出土位置（註記No.)、推定される須恵

器産地などを記した。また、須恵器の底部調整手

法については下記のように示す。

底部ヘラ切り…A 底部糸切り B

切り離し後の調整なし…0 ナデ… 1 手持ちへ

ラケズリ 2 回転ヘラケズリ 3

調整範囲が全面に及ぶもの… a 周辺部のみ…b

底部全面と体部下端… c底部周辺と体部下端… d

例えば、底部回転糸切り後、周辺ヘラケズリ調整

の場合、底部B3b手法とする。底部が全面ヘラケ

ズリされ、切り離し手法が全く不明の場合、底部

3a手法とする。

9 本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の

1/25000地形図と岡部町都市計画図1/2500を使用

した。
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A区第 7号住居跡カマド A区第24号住居跡遺物出土状況

A区第 8号住居跡 A区第24号住居跡貯蔵穴

A区第8号住居跡遺物出土状況 図版12 A区第25号住居跡

A区第 9号住居跡 A区第26号住居跡

A区第 9号住居跡遺物出土状況 A区第26号住居跡遺物出土状況

図版 7 A区第 9号住居跡遺物出土状況 A区第26号住居跡カマド

A区第10号住居跡 A区第27号住居跡

A区第10号住居跡遺物出土状況 A区第27号住居跡遺物出土状況

A区第11号住居跡 A区第29• 92号住居跡

A区第11号住居跡遺物出土状況 A区第30号住居跡

A区第11号住居跡カマド遺物出土状況 図版13 A区第31• 32号住居跡

A区第12号住居跡 A区第31• 32号住居跡遺物出土状況

図版8 A区第12号住居跡遺物出土状況 A区第31号住居跡カマド遺物出土状況

A区第12号住居跡カマド A区第33号住居跡

A区第13号住居跡 A区第33号住居跡遺物出土状況

A区第13号住居跡遺物出土状況 A区第33号住居跡炉断面

A区第13号住居跡カマド掘り方 A区第34号住居跡



A区第35号住居跡 A区第53号住居跡遺物出土状況

図版14 A区第35号住居跡遺物出土状況 A区第54号住居跡

A区第35号住居跡カマド A区第54号住居跡カマド遺物出土状況

A区第37号住居跡 A区第56号住居跡

A区第37号住居跡馬歯出土状況 A区第56号住居跡遺物出土状況

A区第38号住居跡 A区第56号住居跡カマド

A区第38号住居跡確認状況 A区第57号住居跡

A区第39号住居跡 図版20 A区第57号住居跡遺物出土状況

図版15 A区第39号住居跡遺物出土状況 A区第58号住居跡

A区第39号住居跡貼壁確認状況 A区第58号住居跡カマド

A区第39号住居跡1号カマド遺物出土状況 A区第59号住居跡

A区第40• 41号住居跡 A区第59号住居跡遺物出土状況

A区第40号住居跡第2号土壊粘土布敷状況 A区第59号住居跡カマド

A区第41号住居跡内第 1号土堀確認状況 A区第59号住居跡カマド遺物出土状況

A区第41号住居跡内Pit3遺物出土状況 図版21 A区第59号住居跡遺物出土状況

図版16 A区第41号住居跡遺物出土状況 A区第60号住居跡

A区第42号住居跡 A区第60号住居跡遺物出土状況

A区第43号住居跡 A区第61号住居跡

A区第43号住居跡遺物出土状況 A区第61• 62号住居跡

A区第43号住居跡カマド遺物出土状況 A区第62号住居跡

A区第44• 47 • 48号住居跡 A区第62号住居跡貼壁確認状況

A区第44号住居跡カマド遺物出土状況 A区第62号住居跡カマド遺物出土状況

図版17 A区第45号住居跡 図版22 A区第63号住居跡

A区第45号住居跡遺物出土状況 A区第63号住居跡遺物出土状況

A区第46号住居跡 A区第64号住居跡カマド掘り方

A区第46号住居跡遺物出土状況 A区第65号住居跡

A区第47号住居跡遺物出土状況 A区第65号住居跡遺物出土状況

A区第47号住居跡カマド遺物出土状況 A区第66号住居跡

A区第48号住居跡 A区第66号住居跡カマド遺物出土状況

A区第48号住居跡カマド遺物出土状況 A区第67• 68住居跡

図版18 A区第49号住居跡 図版23 A区第69号住居跡

A区第50号住居跡 A区第69号住居跡断面

A区第51号住居跡 A区第69号住居跡Pit2断面

A区第51号住居跡カマド遺物出土状況 A区第70号住居跡

A区第52号住居跡 A区第70号住居跡遺物出土状況

A区第52号住居跡遺物出土状況 A区第70号住居跡カマド遺物出土状況

A区第52号住居跡カマド A区第71号住居跡

図版19 A区第53号住居跡 図版24 A区第72号住居跡



A区第73号住居跡遺物出土状況 A区第94号住居跡掘り方

A区第73号住居跡カマド遺物出土状況 A区第96号住居跡

A区第73号住居跡カマド袖遺物出土状況 図版30 A区第96号住居跡カマド遺物出土状況

A区第74号住居跡遺物出土状況 A区第96号住居跡遺物出土状況

A区第74号住居跡カマド遺物出土状況 A区第97号住居跡

A区第75号住居跡 A区第97号住居跡断面

図版25 A区第75号住居跡カマド遺物出土状況 A区第97号住居跡カマド遺物出土状況

A区第75号住居跡遺物出土状況 A区第98号住居跡

A区第76号住居跡 A区第98号住居跡遺物出土状況

A区第77号住居跡 図版31 A区第98号住居跡カマド

A区第77号住居跡遺物出土状況 A区第98号住居跡カマド遺物出土状況

A区第77号住居跡内第 1号土壊断面 A区第31• 32 • 79 • 82 • 93~95号住居跡

図版26 A区第78号住居跡 A区第 1号掘立柱建物跡

A区第80号住居跡 A区第 2号掘立柱建物跡

A区第81号住居跡断面 A区第 3号掘立柱建物跡

A区第82号住居跡 A区第 5号掘立柱建物跡

A区第82号住居跡遺物出土状況 A区第6号掘立柱建物跡

図版27 A区第82号住居跡遺物出土状況 図版32 A区第6号掘立柱建物跡Pitl6

A区第83号住居跡 A区第6• 7号掘立柱建物跡

A区第84• 85号住居跡 A区第 7号掘立柱建物跡Pit9断面

A区第84• 85号住居跡遺物出土状況 A区第 9• 10号掘立柱建物跡

A区第84号住居跡遺物出土状況 A区第9号掘立柱建物跡Pitl遺物出土状況

A区第84号住居跡カマド遺物出土状況 A区第11号掘立柱建物跡

A区第85号住居跡遺物出土状況 A区第12号掘立柱建物跡

A区第86号住居跡 A区第14号掘立柱建物跡

図版28 A区第86号住居跡断面 図版33 A区第15号掘立柱建物跡Pitl断面

A区第86号住居跡遺物出土状況 A区第16号掘立柱建物跡

A区第87号住居跡 A区第16• 17号掘立柱建物跡

A区第87号住居跡遺物出土状況 A区第17号掘立柱建物跡

A区第87号住居跡カマド遺物出土状況 A区第18号掘立柱建物跡

A区第89号住居跡 A区第18号掘立柱建物跡内方形ピット

A区第89号住居跡遺物出土状況 A区第19号掘立柱建物跡Pit2

図版29 A区第89号住居跡遺物出土状況 A区第20~24号掘立柱建物跡

A区第89号住居跡カマド遺物出土状況 図版34 A区第20号掘立柱建物跡

A区第90号住居跡 A区第21• 22号掘立柱建物跡

A区第90号住居跡遺物出土状況 A区第23• 24号掘立柱建物跡

A区第90号住居跡カマド A区第23号掘立柱建物跡Pit6遺物出土状況

A区第91号住居跡 A区第23号掘立柱建物跡Pit7遺物出土状況



A区第26号掘立柱建物跡 A区第117号土壊

A区第27号掘立柱建物跡 A区第128号土壊

A区第28号掘立柱建物跡 A 区第160号土堀•第18号溝跡

図版35 A区第29号掘立柱建物跡 A区第173号土壊

A区第30号掘立柱建物跡 図版40 A区第182号土壊

A区第31号掘立柱建物跡 A区第183号土壊

A区第32号掘立柱建物跡 A区第183号土壊遺物出土状況

A区第33号掘立柱建物跡 A区第198号土壊断面

A区第34号掘立柱建物跡 A区第 1号特殊遺構

A区第35号掘立柱建物跡 A区第 1号特殊遺構断面

A区第36号掘立柱建物跡 A区第 1号特殊遺構内ピット

図版36 A区第39号掘立柱建物跡 A区第 2号特殊遺構

A区第40号掘立柱建物跡 図版41 A区第 2号特殊遺構遺物出土状況

A区第43号掘立柱建物跡 A区第 2号特殊遺構遺物出土状況

A区第43号掘立柱建物跡Pit3断面 A区第 2号特殊遺構断面

A区第45号掘立柱建物跡 A区第4号特殊遺構

A区第47号掘立柱建物跡 A区第 5• 6号特殊遺構

A区第50号掘立柱建物跡 A区第 7号特殊遺構遺物出土状況

A区第11号溝跡南西部 図版42 A区第8号特殊遺構断面

図版37 A区第11号溝跡断面 A区第8号特殊遺構遺物出土状況

A区第26号溝跡 A区39-17G Pit6 

A区第26号溝跡獣骨出土状況 A区43-09G Pi tl 

A区第30• 34号溝跡 A区第 1号道路跡

A区第 1号井戸跡 A区第 1号道路跡東部

A区第3号井戸跡 A区第 1号道路跡全景

A区第 4号井戸跡 図版43 A区第 1号道路跡硬化面

図版38 A区第 1• 10号土壊 A区第 1号道路跡東部灰色砂質土分布状況

A区第 1号土城 A区第 1号道路跡遺物出土状況

A区第10号土壊 A区第 1号道路跡断面

A区第15号土堀 A区第 1号道路跡波板状凹凸面

A区第19号土壊断面 A区第 1号道路跡硬化面確認状況

A区第27号土壊断面 A区第2号道路跡

A区第28号土堀 A区第2号道路跡硬化ピット

A区第35号土壊 図版44 A区第 1号住居跡出土遺物

図版39 A区第35号土壊遺物出土状況 A区第 2号住居跡出土遺物

A区第36号土堀 A区第 3号住居跡出土遺物

A区第37号土壊 A区第 5号住居跡出土遺物

A区第38号土壊 A区第6号住居跡出土遺物



A区第7号住居跡出土遺物 A区第51号住居跡出土遺物

図版45 A区第 7号住居跡出土遺物 A区第52号住居跡出土遺物

図版46 A区第11号住居跡出土遺物 図版59 A区第47号住居跡出土遺物

A区第12号住居跡出土遺物 A区第52号住居跡出土遺物

図版47 A区第12号住居跡出土遺物 図版60 A区第53号住居跡出土遺物

図版48 A区第12号住居跡出土遺物 A区第54号住居跡出土遺物

A区第13号住居跡出土遺物 A区第56号住居跡出土遺物

図版49 A区第13号住居跡出土遺物 A区第57号住居跡出土遺物

A区第14号住居跡出土遺物 図版61 A区第57号住居跡出土遺物

A区第17号住居跡出土遺物 A区第58号住居跡出土遺物

図版50 A区第17号住居跡出土遺物 A区第59号住居跡出土遺物

A区第20号住居跡出土遺物 図版62 A区第59号住居跡出土遺物

図版51 A区第17号住居跡出土遺物 A区第60号住居跡出土遺物

A区第22号住居跡出土遺物 A区第60号住居跡カマド出土遺物

A区第24号住居跡出土遺物 図版63 A区第60号住居跡出土遺物

図版52 A区第31号住居跡出土遺物 A区第61号住居跡出土遺物

A区第31• 32号住居跡出土遺物 図版64 A区第61号住居跡出土遺物

A区第35号住居跡出土遺物 A区第62号住居跡出土遺物

A区第36号住居跡出土遺物 A区第63号住居跡出土遺物

図版53 A区第39号住居跡出土遺物 A区第65号住居跡出土遺物

A区第41号住居跡出土遺物 図版65 A区第70号住居跡出土遺物

図版54 A区第39号住居跡出土遺物 A区第72号住居跡出土遺物

A区第40号住居跡出土遺物 A区第73号住居跡出土遺物

A区第41号住居跡出土遺物 図版66 A区第74号住居跡出土遺物

A区第42号住居跡出土遺物 A区第75号住居跡出土遺物

A区第43号住居跡出土遺物 A区第77号住居跡出土遺物

図版55 A区第40号住居跡出土遺物 図版67 A区第82号住居跡出土遺物

A区第43号住居跡出土遺物 図版68 A区第82号住居跡出土遺物

図版56 A区第43号住居跡出土遺物 A区第85号住居跡出土遺物

A区第44号住居跡出土遺物 A区第86号住居跡出土遺物

A区第45号住居跡出土遺物 A区第87号住居跡出土遺物

A区第46号住居跡出土遺物 図版69 A区第89号住居跡出土遺物

A区第47号住居跡出土遺物 A区第90号住居跡出土遺物

図版57 A区第46号住居跡出土遺物 A区第94号住居跡出土遺物

A区第47号住居跡出土遺物 図版70 A区第89号住居跡出土遺物

A区第51号住居跡出土遺物 A区第90号住居跡出土遺物

図版58 A区第46号住居跡出土遺物 A区第96号住居跡出土遺物

A区第47号住居跡出土遺物 A区第98号住居跡出土遺物



A区第16号掘立柱建物跡出土遺物 図版89 A区第35号住居跡出土遺物

図版71 A区第9号掘立柱建物跡出土遺物 A区第39号住居跡出土遺物

A区第19号掘立柱建物跡出土遺物 A区第43号住居跡出土遺物

A区第23号掘立柱建物跡出土遺物 A区第44号住居跡出土遺物

A区第11号溝跡出土遺物 図版90 A区第45号住居跡出土遺物

A区第118号土壊出土遺物 A区第46号住居跡出土遺物

図版72 A区第130号土堀出土遺物 A区第51号住居跡出土遺物

A区第142号土城出土遺物 A区第59号住居跡出土遺物

A区第183号土壊出土遺物 A区第60号住居跡出土遺物

A区第2号特殊遺構出土遺物 図版91 A区第60号住居跡出土遺物

図版73 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第61号住居跡出土遺物

図版74 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第62号住居跡出土遺物

図版75 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第73号住居跡出土遺物

図版76 A区第2号特殊遺構出土遺物 図版92 A区第74号住居跡出土遺物

図版77 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第75号住居跡出土遺物

図版78 A区第 2号特殊遺構出土遺物 A区第82号住居跡出土遺物

図版79 A区第2号特殊遺構出土遺物 図版93 A区第82号住居跡出土遺物

図版80 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第84号住居跡出土遺物

図版81 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第85号住居跡出土遺物

図版82 A区第2号特殊遺構出土遺物 図版94 A区第85号住居跡出土遺物

図版83 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第89号住居跡出土遺物

図版84 A区第2号特殊遺構出土遺物 A区第90号住居跡出土遺物

図版85 A区第2号特殊遺構出土遺物 図版95 A区第98号住居跡出土遺物

A区第3号特殊遺構出土遺物 A区第4号井戸跡出土遺物

A区第4号特殊遺構出土遺物 A区第51号土壊出土遺物

図版86 A区第4号特殊遺構出土遺物 A区第183号土壊出土遺物

A区第5号特殊遺構出土遺物 A区第2号特殊遺構出土遺物

A区第6号特殊遺構出土遺物 図版96 A区第2号特殊遺構出土遺物

図版87 A区第6号特殊遺構出土遺物 A区第8号特殊遺構出土遺物

A区第7号住居跡出土遺物 A区ピット出土遺物

A区第9号住居跡出土遺物 図版97 A区第 3号住居跡出土遺物

A区第11号住居跡出土遺物 A区第24号住居跡出土遺物

A区第12号住居跡出土遺物 A区第47号住居跡出土遺物

図版88 A区第12号住居跡出土遺物 図版98 A区第48号住居跡出土遺物

A区第15住居跡出土遺物 A区第57号住居跡出土遺物

A区第17号住居跡出土遺物 A区第60号住居跡出土遺物

A区第26号住居跡出土遺物 A区第73号住居跡出土遺物

A区第31• 32号住居跡出土遺物 図版99 A区第73号住居跡出土遺物



A区第84号住居跡出土遺物 A区第5号特殊遺構出土遺物

A区第89号住居跡出土遺物 図版106 C区遠景（東より）

図版100 A区第96号住居跡出土遺物 c 区 • D 区全景（南より）

A区第35号土堀出土遺物 図版107 C区西半全景（北より）

図版101 A区第35号住居跡出土遺物 c区中央部全景
A区第43号住居跡出土遺物 図版108 C区東部全景

A区第45号住居跡出土遺物 c区西部全景
A区第49号住居跡出土遺物 図版109 C区第7号溝跡コーナ一部

A区第61号住居跡出土遺物 c区第7号溝跡全景（南より）
A区第77号住居跡出土遺物 図版110 C区全景（東より）

A区第95号住居跡出土遺物 c区全景（北東より）
A区第22号掘立柱建物跡出土遺物 図版111 C区全景（中央より西）

A区第4号井戸跡出土遺物 c区全景（西より）
A区第2号特殊遺構出土遺物 図版112 C区第 1• 2号住居跡

A区第4号特殊遺構出土遺物 c区第 1• 2号住居跡遺物出土状況

図版102 A区第45号住居跡出土遺物 c区第2号住居跡断面
A区第46号住居跡出土遺物 c区第2号住居跡カマド断面
A区第60号住居跡出土遺物 c区第3号住居跡
A区第85号住居跡出土遺物 c区第3号住居跡遺物出土状況
A区46-llG出土遺物 c区第3号住居跡カマド

図版103 A区第 7号住居跡出土遺物 c区第3号住居跡カマド断面
A区第8号住居跡出土遺物 図版113 C区第4号住居跡

A区第31• 32号住居跡出土遺物 c区第4号住居跡遺物出土状況
A区第43号住居跡出土遺物 c区第4号住居跡カマド遺物出土状況
A区第67号住居跡出土遺物 c区第5号住居跡
A区第74号住居跡出土遺物 c区第 5号住居跡遺物出土状況
A区第4号特殊遺構出土遺物 c区第 5号住居跡カマド遺物出土状況
A区第9号掘立柱建物跡出土遺物 c区第 5号住居跡炉跡断面

図版104 A区第39号住居跡出土遺物 図版114 C区第6号住居跡

A区第44• 47 • 48号住居跡出土遺物 c区第6号住居跡遺物出土状況
A区第47• 48号住居跡出土遺物 c区第6号住居跡カマド
A区第50号住居跡出土遺物 c区第 7号住居跡遺物出土状況
A区第51号住居跡出土遺物 図版115 C区第 7号住居跡カマド

A区第56号住居跡出土遺物 c区第 7号住居跡カマド遺物出土状況
A区第57号住居跡出土遺物 c区第8号住居跡

図版105 A区第60号住居跡出土遺物 c区第9号住居跡
A区第8号掘立柱建物跡出土遺物 c区第9号住居跡・遺物出土状況
A区第2号特殊遺構出土遺物 c区第9号住居跡カマド遺物出土状況



c区第10号住居跡 c区第22号住居跡遺物出土状況
c区第10号住居跡遺物出土状況 図版122 C区第22号住居跡遺物出土状況

図版116 C区第10号住居跡遺物出土状況 c区第23号住居跡遺物出土状況
c区第10号住居跡Pit6遺物出土状況 c区第23号住居跡カマド遺物出土状況
c区第10号住居跡カマド c区第24• 33号住居跡

c区第10号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 c区第25号住居跡
c区第10号住居跡第1号土壊 c区第25号住居跡遺物出土状況
c区第11号住居跡 図版123 C区第25号住居跡遺物出土状況

c区第12号住居跡 c区第25号住居跡カマド遺物出土状況
図版117 C区第13号住居跡 c区第26号住居跡
c区第14号住居跡遺物出土状況 c区第26号住居跡遺物出土状況
c区第15号住居跡 c区第26号住居跡カマド遺物出土状況
c区第15号住居跡遺物出土状況 図版124 C区第27号住居跡

c区第15号住居跡カマド c区第28号住居跡遺物出土状況
c区第15号住居跡カマド断面 c区第29• 41号住居跡

c区第16• 18 • 20号住居跡 c区第30号住居跡
図版118 C区第16号住居跡遺物出土状況 c区第31号住居跡
c区第17号住居跡遺物出土状況 c区第31号住居跡カマド
c区第17号住居跡断面 c区第32号住居跡

図版119 C区第17号住居跡断面 図版125 C区第32号住居跡遺物出土状況

c区第17号住居跡カマド遺物出土状況 c区第33号住居跡
c区第18号住居跡 c区第34号住居跡
c区第18• 20号住居跡遺物出土状況 c区第34号住居跡遺物出土状況
c区第18号住居跡紡錘車出土状況 c区第35号住居跡
c区第18号住居跡遺物出土状況 c区第36号住居跡遺物出土状況
c区第18号住居跡カマド遺物出土状況 図版126 C区第36号住居跡カマド遺物出土状況

c区第19号住居跡 c区第36号住居跡貯蔵穴遺物出土状況
図版120 C区第19号住居跡遺物出土状況 c区第37号住居跡
c区第20号住居跡 c区第37号住居跡遺物出土状況
c区第20号住居跡遺物出土状況 図版127 C区第37号住居跡遺物出土状況

c区第20号住居跡カマド c区第37号住居跡カマド遺物出土状況
c区第20号住居跡カマド遺物出土状況 c区第37号住居跡カマド袖内紡錘車出土状況
c区第21号住居跡 c区第38号住居跡
c区第21号住居跡遺物出土状況 c区第38号住居跡カマド遺物出土状況

図版121 C区第21号住居跡遺物出土状況 c区第39号住居跡
c区第21号住居跡カマド貼壁確認状況 c区第40号住居跡
c区第21号住居跡カマド遺物出土状況 図版128 C区第42号住居跡

c区第22号住居跡 c区第42号住居跡遺物出土状況



c区第42号住居跡カマド 図版134 C区第7~9号溝跡

c区第43号住居跡 c区第7号溝跡断面
c区第43号住居跡遺物出土状況 c区第7号溝跡（南溝）
c区第43号住居跡カマド c区第7号溝跡橋脚
c区第44• 45号住居跡 c区第11号土壊

図版129 C区第44• 45号住居跡断面 c区第13号土堀
c区第45号住居跡遺物出土状況 c 区第14号土壊断面•第 5 号溝跡

c区第 1~5号掘立柱建物跡 図版135 C区第59号土壊粘土検出状況

c区第1号掘立柱建物跡 c区第59号土壊断面
c区第2号掘立柱建物跡 c区第62号土壊断面
c区第3• 4号掘立柱建物跡 c区第1号土壊墓

図版130 C区第3号掘立柱建物跡 c区第 1号特殊遺構
c区第4号掘立柱建物跡 c区第2号特殊遺構
c区第5号掘立柱建物跡 c区第2号特殊遺構断面
c区第6号掘立柱建物跡 図版136 C区第2号住居跡出土遺物

c区第6~9 • 14 • 23号掘立柱建物跡 c区第3号住居跡出土遺物
c区第8号掘立柱建物跡 c区第4号住居跡出土遺物

図版131 C区第9号掘立柱建物跡 図版137 C区第3号住居跡出土遺物

c区第11• 12号掘立柱建物跡 c区第5号住居跡出土遺物
c区第11号掘立柱建物跡 図版138 C区第3号住居跡出土遺物

c区第12号掘立柱建物跡 c区第4号住居跡出土遺物
c区第12号掘立柱建物跡連結溝確認状況 c区第5号住居跡出土遺物
c区第13号掘立柱建物跡 c区第6号住居跡出土遺物
c区第14号掘立柱建物跡 図版139 C区第5号住居跡出土遺物

c区第14号掘立柱建物跡Pit7断面 c区第6号住居跡出土遺物
図版132 C区第15号掘立柱建物跡 図版140 C区第5号住居跡出土遺物

c区第15号掘立柱建物跡Pit3断面 c区第6号住居跡出土遺物
c区第13~16• 23号掘立柱建物跡 図版141 C区第6号住居跡出土遺物

c区第17号掘立柱建物跡 c区第7号住居跡出土遺物
c区第18号掘立柱建物跡 c区第9号住居跡出土遺物
c区第19号掘立柱建物跡 図版142 C区第9号住居跡出土遺物

c区第20号掘立柱建物跡 c区第10号住居跡出士遺物
図版133 C区第20• 21 • 22号掘立柱建物跡 図版143 C区第10号住居跡出土遺物

c区第 1号溝跡 図版144 C区第14号住居跡出土遺物

c区第5号溝跡 c区第15号住居跡出土遺物
c区第5号溝跡礫出土状況 c区第16号住居跡出土遺物
c区第5号溝跡遺物出土状況 図版145 C区第16号住居跡出土遺物

c区第7~9号溝跡 c区第17号住居跡出土遺物



c区第18号住居跡出土遺物 図版156 C区第5号住居跡出土遺物

c区第21号住居跡出土遺物 c区第6号住居跡出土遺物

図版146 C区第19号住居跡出土遺物 図版157 C区第6号住居跡出土遺物

c区第21号住居跡出土遺物 c区第7号住居跡出土遺物

図版147 C区第21号住居跡出土遺物 c区第16号住居跡出土遺物

c区第22号住居跡出土遺物 c区第17号住居跡出土遺物

図版148 C区第21号住居跡出土遺物 c区第18号住居跡出土遺物

c区第22号住居跡出土遺物 図版158 C区第18号住居跡出土遺物

図版149 C区第22号住居跡出土遺物 c区第21号住居跡出土遺物

c区第23号住居跡出土遺物 c区第23号住居跡出土遺物

図版150 C区第23号住居跡出土遺物 c区第25号住居跡出土遺物

c区第24号住居跡出土遺物 図版159 C区第25号住居跡出土遺物

c区第25号住居跡出土遺物 c区第36号住居跡出土遺物

図版151 C区第25号住居跡出土遺物 図版160 C区第37号住居跡出土遺物

c区第26号住居跡出土遺物 c区第43号住居跡出土遺物

図版152 C区第27号住居跡出土遺物 図版161 C区第17号住居跡出土遺物

c区第28号住居跡出土遺物 c区第18号住居跡出土遺物

c区第32号住居跡出土遺物 c区第43号住居跡出土遺物

c区第35号住居跡出土遺物 c区第45号住居跡出土遺物

c区第36号住居跡出土遺物 図版162 C区第18号住居跡出土遺物

図版153 C区第36号住居跡出土遺物 c区第20号住居跡出土遺物

c区第37号住居跡出土遺物 c区第25号住居跡出土遺物

c区第38号住居跡出土遺物 図版163 C区第25号住居跡出土遺物

c区第39号住居跡出土遺物 図版164 C区第36号住居跡出土遺物

c区第42号住居跡出土遺物 図版165 C区第37号住居跡出土遺物

c区第43号住居跡出土遺物 c区第38号住居跡出土遺物

図版154 C区第15号掘立柱建物跡出土遺物 c区第5号溝跡出土遺物

c区第7号溝跡出土遺物 c区第7号溝跡出土遺物

c区第37号土壊出土遺物 図版166 C区第7号溝跡出土遺物

c区第47号土壊出土遺物 c区第6号住居跡出土遺物

c区第57号土壊出土遺物 c区第18号住居跡出土遺物

c区第2号特殊遺構出土遺物 c区第21号住居跡出土遺物

c区ピット・グリッド出土遺物 c区第26号住居跡出土遺物

図版155 C区第9号住居跡出土遺物 c区第37号住居跡出土遺物

c区第10号住居跡出土遺物 図版167 C区第3号住居跡出土遺物

c区第21• 26号住居跡出土遺物 c区第18号住居跡出土遺物

c区第7号溝跡出土遺物 c区第22住居跡出土遺物

c区第25号住居跡出土遺物 c区第23号住居跡出土遺物



c区第26住居跡出土遺物 D区第15号住居跡遺物出土状況

図版168 D区全景（北より） D区第16号住居跡遺物出土状況

D区全景（東より） D区第16号住居跡カマド遺物出土状況

図版169 D区全景（中央部） D区第16• 17号住居跡

D区全景（西部） D区第16• 17号住居跡遺物出土状況

図版170 D区全景（東より） 図版178 D区第16• 17号住居跡遺物出土状況

D区全景（北より） D区第17号住居跡

図版171 D区全景（北より） D区第17号住居跡遺物出土状況

D区全景（東より） D区第17号住居跡カマド遺物出土状況

図版172 D区第 1号住居跡 図版179 D区第17号住居跡カマド遺物出土状況

D区第1号住居跡遺物出土状況 D区第17号住居跡内第1号土壊

D区第2号住居跡遺物出土状況 D区第18号住居跡

D区第3号住居跡 D区第19号住居跡遺物出土状況

D区第3号住居跡遺物出土状況 D区第20号住居跡遺物出土状況

D区第4• 5 • 6号住居跡 図版180 D区第 1号掘立柱建物跡

D区第4• 5 • 6号住居跡遺物出土状況 D区第2号掘立柱建物跡

図版173 D区第4• 5 • 6号住居跡遺物出土状況 D区第3号掘立柱建物跡

D区第5号住居跡カマド遺物出土状況 D区第4号掘立柱建物跡

D区第5号住居跡内第 1号土壊 D区第4号掘立柱建物跡Pit4断面

D区第6号住居跡 D区第5号掘立柱建物跡

D区第6号住居跡遺物出土状況 D区第5号掘立柱建物跡Pit2遺物出土状況

D区第7号住居跡カマド遺物出土状況 D区第6号掘立柱建物跡

図版174 D区第8号住居跡 図版181 D区第7号掘立柱建物跡

D区第8号住居跡遺物出土状況 D区第8号掘立柱建物跡

D区第8号住居跡1号カマド遺物出土状況 D区第9号掘立柱建物跡Pit5 • Pi t6断面

D区第8号住居跡2号カマド D区第9号掘立柱建物跡

D区第8号住居跡2号カマド遺物出土状況 D区第9号掘立柱建物跡Pit5 • Pi t6 

図版175 D区第8号住居跡2号カマド遺物出土状況 D区第10号掘立柱建物跡

D区第9号住居跡 D区第11号掘立柱建物跡

D区第9号住居跡カマド遺物出土状況 D区第12号掘立柱建物跡

D区第10号住居跡遺物出土状況 図版182 D区第13号掘立柱建物跡

図版176 D区第11号住居跡 D区第5号土壊

D区第11号住居跡遺物出土状況 D区第12号土壊断面

D区第12号住居跡遺物出土状況 D区第12号土堀

D区第13号住居跡遺物出土状況 D区32-14G Pit 1 

D区第13号住居跡カマド D区全景（北より）

図版177 D区第14号住居跡 D区全景（東より）

D区第15号住居跡 D区全景（南より）



図版183 D区第 1号住居跡出土遺物 須恵器甕（5)内面

D区第2号住居跡出土遺物 図版195 須恵器甕（6)外面

D区第3号住居跡出土遺物 須恵器甕 (6)内面

図版184 D区第7号住居跡出土遺物 図版196 円面硯

D区第8号住居跡出土遺物 灰釉陶器（1)

D区第9号住居跡出土遺物 図版197 灰釉陶器（2)外面

図版185 D区第10号住居跡出土遺物 灰釉陶器（2)内面

D区第13号住居跡出土遺物 図版198 鼈形土製品

D区第16号住居跡出土遺物 古銭

D区第17号住居跡出土遺物 図版199 陶磁器外面

図版186 D区第17号住居跡出土遺物 陶磁器内面

D区第20号住居跡出土遺物 図版200 片口鉢 ．揺鉢（ 1)外面

図版187 D区第3号住居跡出土遺物 片口鉢 ．揺鉢（1)内面

D区第17号住居跡出土遺物 図版201 火舎外面

D区第20号住居跡出土遺物 火舎内面

D区第4号掘立柱建物跡出土遺物 図版202 常滑甕

D区第5号掘立柱建物跡出土遺物 図版203 片口鉢 (2)

図版188 D区第3号住居跡出土遺物 石製品 (C区 SD5 • 7) 

D区第7号住居跡出土遺物 図版204 平瓦（1)凸面

D区第8号住居跡出土遺物 平瓦（1)凹面

D区第13号住居跡出土遺物 図版205 平瓦（2)凸面

図版189 D区第3号住居跡出土遺物 平瓦（2)凹面

D区第11• 12号住居跡出土遺物 図版206 青銅製品

D区第19号住居跡出土遺物 鉄製品（ 1)

縄文時代の遺物 図版207 鉄製品 (2)

図版190 異形土製品（陶棺） 鉄製品 (3)

須恵器甕（ 1) 図版208 鉄製品 (4)

図版191 須恵器甕（2)外面 鉄製品（5)

須恵器甕（2） 内面 図版209 砥石（1)

図版192須恵器甕（3)外面 砥石 (2)

須恵器甕（3)内面 図版210 土錘（A区 SJ46)

図版193須恵器甕（4)外面 土錘（C区 SJ21・22・23))

須恵器甕（4)内面 図版211 縄文土器（ 1)

図版194須恵器甕 (5)外面 縄文土器 (2)



I 発掘調査の概要
1．調査に至るまでの経過
埼玉県は、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新しい

くにづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づく

りを推進するため、種々の施策を講じている。

住環境の問題では、快適で潤いのある生活空間の

形成を目的として、質の高い住まいづくりと住環境

の整備を推進してきた。

県教育局生涯学習部文化財保護課では、こうした

開発事業と文化財の保護について、関係部局と事前

協議を重ねてきたところである。

埼玉県住宅供給公社が岡部町大字岡に建設予定の

岡中央団地事業について、住宅供給公社理事長より

埋蔵文化財の所在について照会があった。それに対

して県教育委員会は、予定地には熊野遺跡が所在し、

事業計画上やむを得ず現状変更する場合は、事前に

文化財保護法第 57条の 3の規定に基づき、文化庁

長官あての発掘通知を提出し、記録保存のための発

掘調査を実施するよう回答した。

その後、県住宅供給公社と文化財保護課との間で

取扱いについて協議を重ねたが、現状保存が困難で

あり、記録保存の措置を講ずることになった。発掘

調査には財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団があ

たることとなった。

発掘調査の実施機関である財団法人埼玉県埋蔵文

化財調査事業団と、県住宅供給公社・文化財保護課

の三者で工事日程、調査計画・調査期間などについ

て協議し、平成6年度と 7年度の2か年にわたって

調査を行うことになった。

平成6年度は平成6年6月1日～平成7年3月3

1日まで、平成7年度は平成7年4月1日～平成8年

2月29日までの期間、発掘調査を実施した。
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発掘調査に係わる通知は以下のとおりである。

（平成6年度）

平成6年6月24日付け教文第2-34号

（平成7年度）

平成7年5月1日付け教文第2-28号

（文化財保護課）



2．発掘調査と報告書作成の経過
発掘調査

岡部町岡中央団地建設事業に伴う熊野遺跡の発掘

調査は、平成6年6月1日～平成7年8月31日、平

成7年10月1日～平成8年2月29日まで実施した。

調査区は大きく 3地点に分かれるため、南から A・

D・C区と呼称した。なお、 B区は隣接して調査さ

れた県道針ヶ谷・岡線の調査区を示す。

調査はA・C・D区の順に行った。まず、平成6

年6月、 A区南端から調査を開始した。発掘器材の

搬入、囲柵設置後重機による表土掘削を行い、順次

遺構確認作業を行った。遺構確認終了後、基準点測

量と10m方眼の杭打設作業を実施した。

遺構確認の結果、多数の竪穴住居跡、掘立柱建物

跡、土壊、溝などが検出された。特に中央部では多

数の住居跡と掘立柱建物跡が複雑に重複している状

況が確認された。

また、調査区北域に古代の道路跡が検出されたこ

とは特記される。当初、井戸跡と思われた遺構は底

面が一定せず、井戸とは異なる性格と思われ、多数

の遺物が投棄された状態で出土した。平成7年3月

まで、遺構調査と遺構埋没状況断面図の作成、遺物

出土状況の撮影 ・実測、遺物取り上げ、遺構完掘状

況の撮影、遺構平面図の作成、航空写真撮影を実施

した。

平成7年度はA区の北半と道路を挟んで隣接する

C・D区の調査を実施した。C区の調査を先行し、

平行しつつD区の調査に入った。 C区では古代の遺

構が密集して検出されたほか、中世の館跡を構成す

る大規模な堀の一部が検出された。 A区と同様の作

業工程を経て、平成8年2月調査区の全景撮影と航

空写真撮影、排土の埋戻しを実施してすべての調査

を終了した。

整理・報告書の作成

熊野遺跡の整理 ・報告書の作成事業は、平成10年

6月1日～平成11年3月31日、平成13年4月1日～

平成14年3月31日まで行った。

平成10年度は6月から出土遺物の水洗・註記、接

合・復元作業、遺構図及び写真記録等図面類の整理

を開始した。

8月図面整理終了後、遺構第二原図の作成、遺物

実測を始めた。遺物実測には3スペースを活用した。

平成13年4月整理作業の再開。遺物実測と二次原

図作成継続。

6 月遺物の接合 ・ 復元作業がほぽ~採拓作業

を行う。遺物及び遺構図のトレースを開始した。

8月遺物実測終了。版下作成を開始。粗割付の作

成と原稿執筆開始。

9月遺物写真撮影を実施する。

11月原稿・図版作成を終了。割付を行った。 12月

入札。3回の校正を経て平成14年3月報告書を刊行

した。
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3．発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成6• 7年度） 主査 田中裕二

理事長 荒井 桂 主任 長滝美智子

副理事長 富田真也 主任 腰塚雄―

専務理事 柘原嗣雄 (H6) >門調査員兼
吉川國男 (H7) 

理課長 関野栄

常務理鷹兼
主任 江田和美

管理部 加藤敏昭 (H6) 主任 福田昭美

新井秀直 (H7) 主任 菊池 久

理調査事兼部長
〈資料部〉

小川良祐
資料部長 増田逸朗

〈管理部〉

主資幹料兼部副部長庶務課長 及川孝之 小久保徹

主査 市川有三
専資料門整調査理員第兼一課長 坂 野 和 信

主任 長滝美智子

主事 菊池 久
主任調査員 富田和夫

闘調査員兼
平成13年度

課長 関野栄 理事長 中野健

主任 江田和美 副理事長 飯塚誠一郎

主任 福田昭美 常務理喜兼
主任 腰塚雄 ―

管理部 大舘 健

〈調査部〉
〈管理部〉

調査部副部長 高橋 夫
管理幹 持田紀男

調査第一課長 坂野和信
主任 江田和美

主任調査員 富田和夫
主任 長滝美智子

調査員 山本 靖 (H6) 
主任 福田昭美

調査員 栗岡 潤 (H7) 
主任 腰塚雄―

(2)整理・報告書刊行（平成10• 13年度）
主任 菊池 久

平成10年度
〈調査部〉

理事長 荒井 桂
調査部長 高橋 夫

副理事長 飯塚誠一郎
調森副部長 坂野和信

常管理務理部長事兼
主（資席料調整査理員担当）

磯崎

鈴木 進

く管理部〉 統括調査員 富田和夫

庶務課長 金子 隆
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11 遺跡の立地と環境

1.地理的環境
熊野遺跡は、埼玉県大里郡岡部町大字岡字熊野に

所在する。遺跡の所在する岡部町は、埼玉県の北部

に位置し、周囲は本庄市、深谷市、寄居町、美里町

に接している。町内を上越新幹線、JR高崎線、国

道17号線、同バイパスが通過し、交通の要衝として

機能している。最寄りの交通はJR岡部駅で、熊野

遺跡は駅北東部に位置する。駅周辺は、近年市街化

が進んでいるが、全体的には畑作と水田の広がる農

村地帯である。

地形的に見ると、荒川以北の県北部は、第 1図に

示されるように上武山地に連なる児玉•松久丘陵、

本庄台地・櫛挽台地を包括する北武蔵台地、その周

囲に広がる妻沼低地に区分される。西は神流川、北

側は東流する利根川によって群馬県との県境を形成

している。全体の傾斜は南西方向の上武山地から北

西方向に標高を減じ、台地を開析して流れる女堀川、

小山川（見馴川）、志戸川、藤治川は、地形の傾斜に

沿って北東に流れ、利根川に注いでいる。

岡部町は町域の大半が櫛挽台地に属し、南端に独

立丘陵（残丘）の山崎山（標高116m)が袋えている。

台地北側は比高差20mの崖線によって妻沼低地に移

行する。

櫛挽台地は、寄居町を扇頂とする洪積扇状地で、

南は荒川、西は藤治川によって区分される。扇端部

は崖線を形成し、妻沼低地に移行する。標高は100

~35mほどである。台地中央部は平坦で起伏に乏し

い。台地を貫流する河川は唐沢川などがあるが、数

は少なく河川による開析は進んでいない。また、台

地自体は2面に分かれ、北側の高位面は櫛挽面、そ

の南側の荒川に面した低位面は、寄居面と呼ばれる。

寄居面は荒川によって浸食された段丘面である。

熊野遺跡はJR岡部駅北西方向にあり、地形的に

は先述した洪積扇状地である櫛挽台地北端に位置す

る。遺跡の標高は54~55m前後、平坦な台地上に立

地する。熊野遺跡の広がりは東西1400m、南北750

mにも及び、非常に大規模な遺跡である。

第 1図埼玉県の地形

|‘

＿
 

ロロロロロ
山地 凹地丘陵 台地低地

20km 
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2.歴史的環境
旧石器時代の遺跡に関しては調査例が少なく、具

体相はよくわからない。今のところ、丘陵地にある

岡部町北坂遺跡から、ナイフ形石器、彫器、尖頭器

が検出されている程度で、櫛挽台地からの出土例は

未確認である。

縄文時代草創期～早期の遺跡は、岡部町西谷遺跡、

水久保遺跡から押圧縄文、爪形文土器など、清水谷

遺跡から押型文、条痕文系土器、東光寺裏遺跡から

は微隆起線文、爪形文土器が検出されている。この

段階の遺跡は丘陵とその縁辺に分布しており、旧石

器時代と同様な立地傾向にあるといえよう。

縄文時代前期になると遺跡数は確実に増加する。

分布は山地から丘陵、台地、妻沼低地の自然堤防上

にまで遺跡が営まれている。岡部町では、榛沢遺跡

群を構成する大寄遺跡、西浦北遺跡、宮西遺跡、沖

田遺跡から関山式、黒浜式、諸磯a式、諸磯b式段

階の住居跡が検出されている。また、東光寺裏遺跡

では諸磯b式期の住居跡が調査されている。妻沼低

地を臨む櫛挽台地縁辺部では、四十坂遺跡で関山期

の住居跡、菅原遺跡で諸磯c式期の土壊が発見され

ている。

中期には台地縁辺部に点々と遺跡が形成されるよ

うになる。水窪遺跡は志戸川に面した台地縁辺部に

あり、中期加曾利E式段階の住居跡27軒が調査され

ている。菅原遺跡も台地縁辺に位置し、中期加曾利

E式段階を中心とした住居跡13軒が検出されている。

両遺跡はこの地域を代表する中期集落といえよう。

後・晩期の遺跡はあまり多くはないが、台地縁辺

部から低地部に営まれる例が多くなってきた。岡部

町原ヶ谷戸遺跡では、加曾利B式～晩期前葉にかけ

ての住居跡が11軒検出され、土偶や土製耳飾、石棒

などを含む多量の遺物が出土している。砂田前遺跡

や上宿遺跡からは後期、堀之内式期の住居跡が検出

されている。

弥生時代の遺跡は比較的少ないが、低地部の遺跡

が増加している点は今後注意が必要である。深谷市

上敷免遺跡では、縄文晩期の土器群に混在する形で、

弥生前期の遠賀川式土器が検出された。県内最古段

階の弥生土器として、そして弥生文化の浸透を窺う

資料として注目される。原ヶ谷戸遺跡に隣接する四

十坂遺跡では、縄文晩期～初期弥生の遺物が検出さ

れている。出土した条痕文系土器や、変形工字文を

施す深鉢などは初期弥生のまとまった資料として学

史的にも著名である。また、四十坂遺跡からは再葬

墓も検出され、弥生時代の開始を探る資料として非

常に重要である。美里町如来堂c遺跡は丘陵上に位
置する遺跡で、縄文晩期終末の土器群と共に水神平

系土器群など初期弥生と呼べる土器群が検出されて

いる。また、低地部にある深谷市上敷免遺跡や熊谷

市横間栗遺跡では中期前半の再葬墓が検出されてい

る。

中期後半の遺跡は岡部町大寄B遺跡からは中期後

半と後期の住居跡、美里町村後遺跡からは中期後半

の集落が検出されている 。 寄居町用土•平遺跡や美

里町神明ヶ谷戸遺跡は丘陵上に集落が営まれ、神明

ヶ谷戸遺跡では環濠が検出されている。

古墳時代になると本地域周辺では、遺跡数が急増

する。五領期の集落は、原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、

石蒔B遺跡、水窪遺跡、六反田遺跡、滝下遺跡、美

里町村後遺跡、志戸川南などで検出されている。原

ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、石蒔B遺跡、美里町塚本

山古墳群、村後遺跡、南志戸川遺跡からは方形周溝

墓が検出されている。このうち、石蒔B遺跡、塚本

山古墳群、村後遺跡、南志戸川遺跡からは前方後方

形周溝墓が検出され、周溝墓の中での格差を示すも

のとして注目されている。

中期、和泉式段階の集落は六反田遺跡、宮西遺跡、

西浦北遺跡、東光寺裏遺跡など、岡部町榛沢地域の

遺跡で検出例が多い。古式古墳としては諏訪山丘陵

上に美里町長坂聖天塚古墳、河輪聖天塚古墳、諏訪

山古墳（前方後円墳）、安光寺2号墳、大久保山丘陵

の前山 1• 2号墳が築造されている。志戸川水系の
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第1表周辺の遺跡

1 熊野遺跡 38 宮西遺跡

2 新田遺跡 39 沖田III遺跡

3 内出八幡塚遺跡 40 古川端遺跡

4 内出遺跡 41 東光寺裏遺跡

5 白山遺跡 42 伊勢塚遺跡

6 塚東遺跡 43 石蒔A遺跡

7 岡遺跡 44 地神 ・A遺跡

8 中宿遺跡 45 地神 • B遺跡， 岡部条里遺跡 46 石蒔B遺跡

10 樋詰遺跡 47 榛沢六郎成清舘跡

11 砂田前遺跡 48 白欠遺跡

12 滝下遺跡 49 西山 5号墳

13 上宿遺跡 50 柳原遺跡

14 立堀遺跡 51 伝上杉館遺跡

15 寅稲荷塚古墳 52 向田遺跡

16 お手長山古墳 53 Hの森遺跡

17 西龍ヶ谷遺跡 54 川輪聖天塚遺跡

18 菅原遺跡 55 石神遺跡

19 前原愛宕山古墳 56 千光寺遺跡

20 上原遺跡 57 長坂1I遺跡

21 田尻遺跡 58 長坂皿遺跡

22 矢島南遺跡 59 長坂遺跡

23 西浦遺跡 60 清水谷遺跡

24 町田遺跡 61 安光寺 1• 2号墳
25 本庄城跡遺跡 62 下平遺跡

26 薬師堂遺跡 63 北坂遺跡

27 五十子陣遺跡 64 観音塚遺跡

28 原ヶ谷戸遺跡 65 元富遺跡

29 四十坂浅間山古墳 66 下田遺跡

30 四十坂遺跡 67 宥勝寺北裏遺跡

31 水窪遺跡 68 前山 2号墳

32 新井遺跡 69 前山 1号墳

33 六反田遺跡 70 東谷遺跡

34 稲荷塚遺跡 71 大久保山遺跡

35 大寄遺跡 72 村後遺跡

36 沖田 I遺跡 73 堂山古墳

37 西浦北遺跡 74 向居遺跡

美里町志戸川古墳、道灌山古墳、勝丸稲荷神社古墳、

堂山古墳は平野部に占地している。このなかで、諏

訪山古墳、志戸川古墳はB種ヨコハケの円筒埴輪を

採用することから 5世紀中頃の本地域最古の前方後

円墳と推定されている。また、榛沢地域の宮西遺跡

では、平安時代の住居跡のカマドにB種ヨコハケの

埴輪片が転用されていることから、周辺に未知の古

式古墳が築造されていた可能性を想定すべきかもし

れない。四十塚古墳は、妻沼低地を臨む台地縁辺部

に占地し、出土遺物の組合せから 5世紀代の前方後

円墳と推定されている。これらは水系あるいは小地

域単位の首長墓系列を辿る上で、今後重視されなけ

75 勝丸稲荷神社古墳 112 平松遺跡

76 道灌山古墳 113 掘込遺跡

77 志渡川遺跡 ・志渡川古墳 114 柿林遺跡

78 南志渡川遺跡 115 用土台遺跡

79 上耕地遺跡 116 高城遺跡

80 下道堀遺跡 117 北沢遺跡

81 北谷戸遺跡 118 前峯遺跡

82 畑中遺跡 119 井ノ岡遺跡

83 中耕地遺跡 120 南藤田遺跡

84 中平遺跡 121 岡田遺跡

85 沼下遺跡 122 出羽塚遺跡

86 平北遺跡 123 用土塚遺跡

87 用土平遺跡 124 櫛引遺跡

88 平清水遺跡 125 三軒家遺跡

89 韮ヶ谷戸遺跡 A 塚合古墳群

90 如来堂C・D遺跡 B 御堂坂古墳群

91 如来堂B遺跡 C 鵜の森古墳群

92 甘粕山遺跡群 D 東五十子古墳群

93 東山遺跡 E 西五十子古墳群

94 中山遺跡 F 四十塚古墳群

95 山井ノ岡遺跡 G 後榛沢古墳群

96 諏訪林遺跡 H 中南古墳群

97 地下遺跡 I 西山古墳群

98 神明ヶ谷戸祭祀遺跡 J 千光寺古墳群

99 雷電神社裏古墳 K 茶臼山古墳群

100 引地遺跡 L 格山古墳群

101 滝ノ沢遺跡 M 大明神古墳群

102 峰遺跡 N 諏訪山古墳群

103 こぶヶ谷戸祭祀遺跡

゜
普門寺古墳群

104 鍛冶谷遺跡 p 猪俣北古墳群

105 川向遺跡 Q 猪俣南古墳群

106 森後遺跡 R 塚本山古墳群

107 上野遺跡 s 中里天神山古墳群
108 一本松古墳 T 羽黒山古墳群

109 日影遺跡

llO 次郎平遺跡

lll 用土丸山遺跡

ればならない。

古墳時代後期、鬼高期の集落は小山川と志戸川に

挟まれた榛沢地域に多い。六反田遺跡、大寄遺跡、

大寄B遺跡、宮西遺跡、沖田(I.III)遺跡、石蒔

遺跡などが該当する。一方、妻沼低地の自然堤防上

にも、爆発的に集落が増加する。砂田前遺跡はその

典型で、後期の住居跡185軒を数える大集落が出現す

る。近接する岡部条里遺跡では40軒、矢島南遺跡や

戸森前遺跡でも数軒の集落が検出されている。妻沼

低地を臨む台地上には該期の集落は乏しく、中宿遺

跡、上宿遺跡などがあるが、低地遺跡に比肩しうる

ものではない。
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後期古墳は集落の増大に対応するように激増する。

女堀 ・小山川水系下流域では鵜の森古墳群、東五十

子古墳群、西五十子古墳群、浅見山古墳群、志戸川・

藤治川水系では宮西遺跡や後榛沢古墳群、水窪古墳

群、西山古墳群、茶臼山古墳群など、妻沼低地に面

した台地縁辺部には四十坂古墳群、白山古墳群、上

原古墳群が帯状に連なっている。四十坂古墳群では、

5世紀代に遡る四十塚古墳（前方後円墳）を盟主墳

として、 6世紀代の築造といわれる浅間山古墳（円

墳）、寅稲荷古墳（前方後円墳）、やや東に単独墳で

ある御手長山古墳が簗造される。御手長山古墳は埴

輪をもたない前方後円墳で、前方後円墳消滅直前段

階といわれている。熊野遺跡の中心部には内出八幡

塚古墳がやはり単独で築造される。円墳で、埴輪を

もたないことから 7世紀代の築造と考えられる。白

山古墳群は帆立貝式前方後円墳（17号墳）を含む円

墳群で、 FAが周溝内に堆積する古墳も存在するこ

とからその造営は 5世紀代に遡る可能性が高い。更

にその東には上原古墳群が存在し、前原愛宕塚古墳

については一辺37mの方墳といわれ、終末期古墳と

して重要である。

このように四十坂古墳群から上原古墳群にかけて

の台地縁辺部には 5世紀以降6・7世紀に至るまで、

連綿と首長墓が築造されており、小地域における首

長権の移動と系譜を追求しうる格好の地域といえよ

う。

奈良 • 平安時代になると集落構造は一変する 。 最

大の画期は熊野遺跡の成立である。熊野遺跡は妻沼

低地を臨む台地縁辺からやや内陸部にかけて形成さ

れた本地域最大の集落で、成立時期は7世紀後半代

と推定される。この地域は前代においては墓域、あ

るいは原野となっており、集落としての利用はなさ

れなかったものが、突如大集落が形成された背景に

は、中宿遺跡の成立、ひいては榛沢郡衡（評衡）の

成立を抜きには考えられない。

古代榛沢郡は、「榛沢郷、藤田郷、新居郷・贈形郷 ・

余戸郷」を擁する下郡であり、範囲に関しては不明

瞭な部分があるものの、岡部町から深谷市の唐沢川

以西、花園町、寄居町の荒川以北の地が比定されて

いる。中宿遺跡は妻沼低地を臨む台地先端にあり、

大規模な掘立柱建物跡が20棟整然と並んだ状態で検

出され、榛沢郡衡に伴う正倉と考えられる遺跡であ

る。成立時期は7世紀後半と推定されており、熊野

遺跡のそれと軌を一にしている。郡衡政庁そのもの

は未だ発見されていないが、廃寺跡ともいわれる岡

遺跡と中宿遺跡隣接地、あるいは熊野遺跡の一角に

存在する可能性が最も高いであろう。

熊野遺跡は中宿遺跡の南方に広がり、周囲の新田

遺跡、内出遺跡、白山遺跡も本来は同一集落と捉え

られる。現在までに数百軒の竪穴住居跡と多数の掘

立柱建物跡が調査され、 7世紀後半から10世紀初頭

頃まで集落が維持されたことが判明している。それ

らの中には、大規模な掘立柱建物跡群や区画施設を

構成するであろう大溝跡、集落を貫く道路跡、石組

の井戸跡、鍛冶工房、玉作工房など多彩な遺構と、

出土遺物には畿内産土師器、唐三彩の陶枕、、陶製仏

殿、陶棺、置きカマドなど特異な遺物が検出されて

いる。その他円面硯の出土量は県内でも最多と思わ

れ、郡衡の造営集落、あるいは衛星集落としての性

格を物語っているといえよう。

熊野遺跡のある岡地区周辺を一つの核とすると、

もうひとつの核は榛沢周辺地域である。大寄遺跡、

宮西遺跡、西浦北遺跡、六反田遺跡、石蒔遺跡など、

基本的に古墳時代から継続する集落群が展開する。

これらの遺跡は榛沢郡の郡名遺称地にあることから

以前は郡価擬定地でもあった。西浦北遺跡からは重

要文化財に指定された灰釉長頸瓶が出土しているも

のの、岡地区遺跡群に比較すると、遺構・遺物の両

面から見ても見劣りする点は否めない。但し、岡地

区遺跡群が衰退に向かう10世紀前葉以降、 11世紀に

かけて、特に大寄遺跡を中心に集落が継続すること

が判明しており、平安時代後期においては、大久保

山遺跡群と並び最大の集落ということができよう。

-9-



妻沼低地においては、古墳時代後期に爆発的に増

加した集落も岡地区周辺への集落の再編に伴って、

減少に向かう。 しかし、岡部条里遺跡B区では8世

紀後半から 9世紀代の区画溝を伴った建物群の一部

が調査され、豪族居宅の可能性が指摘されている。

また、岡部条里遺跡A区第 3号溝跡からは、 8世紀

前半の遺物と共に 「大」と墨書された木簡の断簡が

発見されている。

山崎山丘陵では北坂遺跡が特筆される。区画溝を

伴う竪穴住居跡、掘立柱建物跡群と円面硯、鍵、 「中」

の字をもつ焼印が出土し、那珂郡と関わりをもつ官

人層の居宅とも想定されている。

古墳消滅後、奈良•平安時代の葬制に関 しては不

明な部分が多い。美里町向田遺跡、本庄市大久保山

遺跡、岡部町大寄遺跡で、 10世紀以降、住居を廃絶

した後に墓堀を掘り込む廃屋墓が検出されている。

副葬品と して土器を入れていること、向田遺跡では

は鉄釘が出土し、木棺を使用した形跡があるなど、

当時の葬制の一端を示すものとして注目 して良い。

生産関係では、藤田郷擬定地である寄居町末野に

は末野窯跡群があり、古墳時代以来大規模な操業を

行っていた。更に、末野地区にある箱石遺跡では8

世紀初頭前後の箱形製鉄炉が検出されている。榛沢

郡域には製鉄関連遺跡が多く、寄居町中山遺跡、花

園町台耕地遺跡、岡部町菅原遺跡、西浦北遺跡、宮

西遺跡から竪形炉が検出され、中宿遺跡では精錬炉

と思われる遺構がある。美里町如来堂D遺跡からは

第2表熊野遺跡遺構新旧対照表

新番号 旧番号 新番号 旧番号

A区SJ46 SJ105 A区S849 SB52 

A区SJ58 SJ104 A区SD4 SK8~10 14 15 

A区SJ66 SJ103 A区SD5 SD 2 （東側）

A区SJ70 SJ102 A区SD41 SD43 

A区SJ73 SJlOl A区SD43 SD 9 （北側）

A区SJ74 SJlOO A区SK1 SB 1 p i tl 

A区SJ96 SJ99 A区SKlO SB 1 pi t2 

A区SB1 SB49 A区SK14 SC 8 

A区SB3 SB48 A区SK15 SC 7 

A区SB41 SB54 A区SK38 SC 6 

A区SB42 S853 A区SK59 SC 5 

A区SB48 SB51 A区SK63 SC 4 

横口式の炭焼き窯が 5基検出されており、製鉄に必

要な炭を生産したものと考えられる。

宗教関係遺跡では、蓮華文軒丸瓦と、重弧文軒平

瓦が出土する岡遺跡がある。時期的には8世紀前半

と考えられ、岡廃寺跡ともいわれるが、確証は得ら

れていない。中宿遺跡の隣接地にあり、時期的にも

重なることからその関係が注目されるところである。

東山遺跡は丘陵上の遺跡で、瓦塔と瓦堂がセットと

なり検出された。建物跡も同位置から検出されてお

り、本来、小仏堂に瓦塔と瓦堂が納められていたも

のと考えられる。本格的な寺院とは異なる、民衆レ

ベルでの仏教のあり方を示すものとして興味深い遺

跡といえる。

古代末期から中世にかけては、武蔵武士の本拠地

で、岡部六弥太、榛沢六郎成清などの居館伝承地が

ある。菅原遺跡は岡部六弥太居館比定地の一部に含

まれ、堀跡や井戸、土坑墓など中世の遺構と遺物が

検出されている。また、伝岡部六弥太墓では、骨壺

が検出されている。西龍ヶ谷遺跡では13~14世紀の

屋敷跡が調査され、熊野遺跡からは方形館の一部と

その南側に広がる竪穴状遺構群が検出されている。

城郭としては五十子陣跡、ダンダラ山の砦跡（伝上

杉館跡）、岡部城跡（所在地不明）が築城されたとさ

れている。

墳墓としては上記の岡部六弥太墓の他に、菅原遺

跡、熊野遺跡から中世段階の土坑墓が検出されてい

る。また、 「岡の五輪塔」では方形壇が確認された。

新番号 旧番号 新番号 旧番号

A区SK64 SC 3 A区sx8 sx 7 
A区SK99 SC 2 A区SE1 SE 615 

A区SK117 SK213 A区SE3 SE 5 

A区SK130 SK212 A区SA1 SB 3 

A区SK137 SK211 A区SA2 SA 3 

A区sx2 SE 1 c区SJ12 SJ47 

A区sx3 SE 3 c区SJ32 SJ44 

A区sx4 SJ70 c区SJ44 SJ46 

A区sx5 SJ73 c区sx1 SJ12 SK52 

A区SX56 SJ72・73 74 c区sx2 SJ32 

A区sx6 SJ74 

A区sx7 SJ96 
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I11 遺跡の概要
1．調査の方法
本報告書における熊野遺跡の発掘調査は、岡部町

岡中央団地建設事業に伴うものである。熊野遺跡の

調森自体、岡部町教育委員会、岡部町遺跡調査会に

よって既に100次を超える調査が実施されている。ま

た、県道針ヶ谷・岡線に伴う調査も行われ、混乱が

予想されたため、当事業団による調査区に対しては、

地点名を付してA・B・C・D区と呼称した。平成

6年度事業で行われた岡部町岡中央団地事業地内を

熊野遺跡A区、同年に実施された県道針ヶ谷•岡線

に伴う調査区を熊野遺跡B区、平成7年度に行われ

た岡中央団地事業地内をC・D区とそれぞれ呼称し

た。

グリッド設定は当事業団調査区を網羅するように

lOXlOmを1グリッドとして配置した。熊野遺跡c
区北西に原点00(X=+23800m、Y=-53500m)

を設定し、北から南に0~86、西～東に0~26の数

字を付した。グリッド呼称は北南ー西東の順に数字

を組合せた（例えば25-8グリッド）。

2．基本層序
熊野遺跡は洪積台地の櫛挽台地上に立地する。碁

本層序については熊野遺跡B区 (71-9グリッド）

で深堀を実施し、土層観察を行った（第4図）。合わ

せてテフラ分析を行っており、ここでは概要を述べ

るにとどめ、詳細は（赤熊浩ー2000『熊野／新田』

当事業団報告書第251集）を参照されたい。

地層は地表面から3.10mまで観察し、 16層に分層

された。第 1層は表土層で、浅間A軽石（As-A、

1783年降灰）が含まれる。第2層は奈良・平安時代

の遺構を覆う表土層で、浅間Bテフラ（As-B、1108

年降灰）が含有される。第3層中からは榛名ニツ岳

渋川テフラ (Hr-FA、6世紀初頭降灰）と浅間C

軽石 (As-C、4世紀中葉）が含まれる。第4層以

下はローム層で、第4層には浅間板鼻黄色軽石（As

-YP,約1.3~1. 4万年前）、第6層にば浅間板鼻褐

第4図熊野遺跡基本土層

m 

57.00 

56.00 

55.00 

54.00 

10 

11 

13 

15 

1 黒色土浅間A軽石を多く含む

2 黒色土浅間 B少量粒子細かい

3 明褐色土 YPプロック部分的に含む

4 黄褐色ローム土 YPプロックを含む

←心-Yp 5 黄褐色ローム土 5層よりしまる。

←心•Bp

(Mp) 
• As•Bp 
←AT 

6 黄褐色口—ム土 褐色土プロック

含む 炭化粒子少量含む

7 黄褐色ローム士 ややくすんだ褐

色プロックやや多く含む

8 黄褐色ローム土 ややくすんだ褐

色プロック多量含む

9 明黄褐色土 粒子細かい AT対応

10茶褐色土 プラックバンド 径

3cm程の礫を極少量含む、粒子細か

＜粘性帯びる

11 褐色土粘性強い

12褐色土 11層に類似 やや砂質

13明褐色土 11層に類似砂質

14明褐色土粘性やや弱く 砂質強い

15 明褐色土粘性やや弱く 径 5cm

大の礫やや多く含む

色軽石 (As-BPGroup,約1.8~2.1万年前）を含む。

第9層は姶良Tn火山灰 (AT,約2.4~2.5万年前）に

対応する。第10層はいわゆる黒色帯で、榛名箱田テ

フラ (Hr-Ha,約2.5~3.0万年前）が確認された。

3．遺跡の概要
熊野遺跡は岡部町大字岡字熊野2899番地他に所在

し、JR岡部駅の北北西約750mに位置する。この地

域は、寄居町波久礼付近を扇頂とする櫛挽台地の扇

端部付近にあたり、周囲は平坦な地形が広がってい

る。遺跡の標高は54~55mほどで、南西から北東に

向かって緩やかに傾斜している。遺跡から北東約600

mで台地縁辺部に到達し、眼下に広大な妻沼低地が

開けている。沖積地との比高差は約15mを測る。

熊野遺跡は南北約750m、東西1400m、推定面積105,

OOOm'にも及ぶ極めて規模の大きい遺跡で主として

奈良•平安時代から中世にかけて営まれた複合遺跡

である。遺跡北側には、古代榛沢郡の正倉跡と考え

られる中宿遺跡、瓦の出土から廃寺跡ともいわれる

岡遺跡、東側には白山遺跡や和同開跡の出土で知ら
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第 5図
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第6図熊野遺跡A・C・D区全体図
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れる内出遺跡、南に新田遺跡が隣接している。これ

らの遺跡は熊野遺跡と集落の形成時期や存続年代が

重なっており、相互に有機的な関係のもとに展開し

た遺跡群ということができる。

今までの調査成果によれば、熊野遺跡の形成は7

世紀中葉から後半頃と考えられ、それ以前の古墳時

代において櫛挽台地上は古墳群が造営される墓域で

あった。調査区西側にはお手長山古墳、東側には内

出八幡塚古墳が近接して築造されている。お手長山

古墳は埴輪をもたない終末期の前方後円墳で6世紀

末から 7世紀初頭頃の築造と推定される。内出八幡

塚古墳は、円墳と思われるが、周溝は一部途切れる

箇所がある。周溝から 7世紀中葉頃の遺物が検出さ

れ、お手長山古墳に続く終末期古墳と考えられる。

また、熊野遺跡の東方には前原愛宕山古墳が位置し、

終末期の方墳といわれている。古墳時代の集落域は、

眼下に広がる妻沼低地の自然堤防上に営まれ、砂田

前遺跡や岡部条里遺跡など大小の遺跡が確認されて

いる。こうした古墳時代の集落は、律令期になると

衰退傾向にあり、現象的には低地部から台地上に集

落が移動することが指摘されている。しかし、自然

現象的な集落の移動と見るよりも、中宿遺跡の成立

に端的に示されるように、榛沢郡面の設置という政

治的な動向により集落の再編が図られた可能性が高

いといえよう。

次に熊野遺跡の概要について触れたい。熊野遺跡

は、当事業団によりA~D区の調査が行われた。本

書に収めたA・C・D区では、竪穴住居跡163軒、掘

立柱建物跡92棟、ピット列5条、溝跡57条、土壊305

基、井戸跡4基、特殊遺構12基、道路跡2条、墓壊

1基と多数のピット群である。時期的には7世紀後

半～10世紀初頭前後までの竪穴住居跡と掘立柱建物

跡から構成される集落とそれに付随して道路跡が検

出されている。その他中世の館跡や竪穴状遺構、掘

立柱建物跡、井戸、溝跡等が発見された。竪穴住居

跡163軒中、古代に属するものは143軒、残りの20軒

は中世のいわゆる竪穴状遺構と考えられる。掘立柱

建物跡も大半は古代に属するが、 一部中世に降るも

のが含まれる。出土遺物は多量の土師器・須恵器が

検出されている。特に在地産の暗文坪の出土量が多

い点も特色といえる。また、畿内産暗文土師器1I1lが

1点検出されたことは特筆される。また、陶棺片、

置きカマドと思われる破片が出土している。

B区はA区の南側に隣接する調査区で、県道針ヶ

谷岡線建設に伴い調査された。竪穴住居跡38軒、掘

立柱建物跡18棟、柵列3条、土堀46基、井戸跡1基

などが検出されている。時期的にはA・C・D区と

ほぼ同様である。路線幅の調査のために集落の全容

は不明であるが、中央部付近にほぼ直角に屈曲する

柵列が検出され、建物群を囲饒する区画施設となる

可能性がある。

また、熊野遺跡は土地区画整理事業に伴い、岡部

町教育委員会・岡部町遺跡調査会によって、既に百

数十次に及ぶ調査が行われ、重要な成果を挙げてい

る 。 第 1 次・ 25次 •60次調査区では 7 世紀代に遡る

7X3 間 • 6X2 間の大規模建物が検出され、第 9

号住居跡からは刻字紡錘車が発見されている。第5

次調査区においては、唐三彩の陶枕が検出された。

また、 A区南側に隣接する第7次調査区では、 8世

紀初頭頃の石組井戸が調査されている。第24次調査

区からは陶製仏殿、第31次調査区からは鍛冶工房、

第3次他調査では、土橋をもち、約2町 (218m)、

直線的に延びる熊野大溝が検出された。第133次調査

区では畿内産土師器が多数発見されるなど、畿内

（都）との直接的な人や物の往来を示す資料も発見

されている。このように一般集落とは明らかに異な

る特殊遺構や遺物の出土が相次いでおり、古代榛沢

郡域の集落の中で、規模、出土遺構、遺物のいずれ

においても突出した様相を認めることができる。い

ずれ、郡衡政庁が発見されれば、郡御政庁と正倉、

寺、周囲の集落、生産域を含めたより具体的で、立

体的な古代の地域史を解明できるであろう。熊野遺

跡周辺はまさに、古代史の絶好のフィールドといえ

る。
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次にA・C・D区から出土した遺構をまとめて紹

介する。

A区竪穴住居跡 80軒

竪穴状遺物 18軒

掘立柱建物跡 50棟

ピット列 2条

溝跡 45条

土壊 210基

井戸跡 4基

特殊遺構 8碁

墓壊 2基

竪穴住居跡は80軒が古代に属し、中心から南西部

にかけて激しく重複している。古代の掘立柱建物跡

は39棟検出され、住居跡とセットになるものが多い。

ある時期には掘立柱建物跡群といっても良いまとま

りを持つグループも見られる。特筆されるのは道路

跡で、 1号道路跡は古代に属する。古代の集落との

甫複はなく、また、第2号道路跡も同様であること

からやはり古代の所産と考えておきたい。出土遺物

は第 2号特殊遺構から畿内産土師器が出土したこと

は特筆される。

中世の遺構は竪穴状遺構18軒、掘立柱建物跡等が

ある。

c区竪穴住居跡 45軒

掘立柱建物跡 23棟

ピット列 2条

溝跡 10条

土城 72基

特殊遺構 2基

墓壊 1基

竪穴住居跡は43軒が古代に属し、時期的には 7世

紀後半～ 9世紀後半頃に位置付けられる。2軒は中

世の竪穴状遺構と思われる。住居跡の分布は西端部

が薄い他はほぼ全面に広がっている。掘立柱建物跡

は23棟検出され、かなり重複が多い。2X5間を最

大に、 1X 1間が最小の建物である。一部、中世に

降るものがあるが、大半は古代の建物と推定される。
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溝跡は中世以降の所産である。第7号溝跡は、館

跡に伴う堀と考えられる。館跡の南東コーナーに相

当する部分で、北東コーナ一部は岡部町遺跡調査会

第37次調査において検出されている。他の溝の多く

はそれに平行または直交しており、館跡に規制され

た溝跡の可能性が高い。

土壊は72基あり、長方形のものの大半は中世段階

の所産と思われる。1号墓は掘り込みが判然としな

いものの、人骨が遺存していた。北頭位、西を向い

た側臥屈葬である。

特殊遺構は2基あり、いずれも土取りに使用され

たものと推定される。

出土遺物の様相はA区と同様である。特殊なもの

として、第10号住居跡から硯面の一部を窪ませた特

殊な円面硯、第18号住居跡から「弓成」と刻書され

た石製紡錘車、第26号住居跡から「神主内」と記さ

れた墨書土器、第37号住居跡からは青銅製帯金具の

絞具が検出されている。

D区竪穴住居跡 20軒

掘立柱建物跡 19棟

ピット例 1条

溝跡 2条

土壊 23基

特殊遺構 l基

D区は最も狭い調査区であるが、遺構密度は高い。

住居跡は調査区全面に広がるが、調査区に制約され、

全体が判明するものは少ない。時期的には7世紀後

半～ 9世紀後半とA・C区とほぼ同様である。第 8

号住居跡はカマド脇に棚状施設が検出され、棚部に

土師器甕が置かれた状態で検出されている。

掘立柱建物跡は19棟と多いが、中世段階の建物が

数棟含まれている。竪穴住居跡同様、全体の規模が

判明するものは少ない。溝跡はC区から連続するも

ので、硬化面が観察される部分があり、中世段階の

道路跡と思われる。土壊は23基検出されている。第

12号土壊は土壊底面に深いピットが穿たれており、

溜め井的なものか、あるいはA区第 8号特殊遺構と

同様なものであろうか。

第6号住居跡は大きな撹乱を受け、遺存状態は悪

いが、陶棺の一部と思われる破片が出土した。陶棺

とすれば県内に 2例目となる。伴出遺物は 7世紀後

半と考えられる。16• 17号住居跡は2軒重複し、 7

世紀後半～末葉にかけての遺物が多量に検出されて

いる。
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w 熊野遺跡A区の調査
A区の概要

熊野遺跡A区は岡部西小学校及び熊野神社の東側

50mに位置し、 今回報告の調査区の中では最も南側

にある。調査面積は約9800m'、概ね平坦であるが、

第7図 熊野遺跡A区全体図(1/800)
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第 8図 熊野遺跡A区全測図(1)
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熊野遺跡A区全測図（2)
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第10図熊野遺跡A区全測図(3)
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図(4)
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第12図熊野遺跡A区全測図（5)
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南西から北東にかけて緩やかに傾斜している。標高

は54.20~55.50mである。調査の結果検出された遺

構は、竪穴住居跡98軒．掘立柱建物跡50棟・ピット

列 2 条・溝跡45条•土堀210基•井戸跡 4 基•特殊遺

構8基・道路跡2条の他、多数のピットがある。

時期的には、古代の遺構群と、中世の遺構群に大

別される。古代の遺構は竪穴住居跡80軒と掘立柱建

46 物跡39棟、特殊遺構7基、溝跡5条、道路跡l条と

土壊約39基などがある。古代の遺構は特徴的な分布

をしている。調査区北西部から南東方向に向けて、

第1号道路跡がややカーブを描きながら抜けている。

道路跡はいわゆる波板状圧痕が認められ、北西部の

一角では走向に合わせた溝が数条検出されている。

47 
古代の遺構で道路跡と重複するものはなく、集落は

明らかに道路跡を避けてつくられている。道路跡に

隅 接して土師器の単独埋設甕が 1基検出され（第8号

特殊遺構）ており、蔵骨器の可能性を想定すべきか
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第13図熊野遺跡A区全測図（6)
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第14図熊野遺跡A区全測図（7)
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第15図熊野遺跡A区全測図(8)
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もしれない。

道路の周囲に展開する住居跡や掘立柱建物跡は比

較的分布密度が薄く、南西に40mほど離れた調査区

南西部には非常に桐密に分布している。竪穴住居跡

や掘立柱建物跡が相互に激しく切り合っている。調

査区南端部では、遺構分布が薄く竪穴住居跡主体の

構成を取る。時期別に集落構成を分解する必要はあ

るが、集落構成にかかわる何らかの規制を読みとる

ことも可能であろう。特殊遺構のうち、第2~7号

遺構はオーバーハングする部分や埋土の状況などか

ら粘土採掘壊の可能性がある。特に2号遺構からは

大量の遺物が投棄されていた。

出土遺物は土師器・須恵器が主体で、灰釉陶器、

鉄製品、青銅製品、石製品、瓦などが検出されてい

る。時期的には7世紀後半～9世紀末葉前後までの

もので、集落の時期を表している。土師器は特に、

在地産暗文土器の構成比が比較的高い点が特徴であ

ろう。須恵器は末野窯跡群産が主体を占め、南比企

産、群馬産須恵器と、少量の湖西産須恵器が伴う。

特筆すべき遺物としては、第2号特殊遺構から畿内

産暗文皿が 1点検出されている。また、第60号住居

跡などからは置きカマドの破片と推定される土器片

が検出された。第6• 11号掘立柱建物跡柱穴からは

青銅製帯金具（巡方）が出土した。建物構築時の地

鎮具として用いられた可能性がある。墨書土器は判

読できるものとして「内」・「廿」・「｛存」がある。

中世の遺構は住居跡（竪穴状遺構） 18軒、掘立柱

建物跡33棟、溝跡34条、土壊39基、井戸跡2基、ピ

ット列1条などがある。中世の住居跡（竪穴状遺構）

は古代の遺構集中区に重なる形で分布する。カマド

をもたない方形建物で、入り口状施設、壁際のピッ

トが特徴的である。

掘立柱建物跡は大半が古代の所産と考えられるが、

一部柱穴規模が極めて小さく、柱間が不揃いのもの

があり、おそらく中世の所産と推定されるものが数

棟ある。土堀は210基と多数検出されており、特に超

長方形の土壊が特徴的である。並列あるいは直交し

て、群集するものが多く、埋土は最下層に黒色土、

その上部は人為的な埋め戻し土で構成される。古代

の遺構を切っていることから中世段階の所産と考え

られるが、性格は明らかではない。

第11号溝跡はL字状にクランクしつつ延びるもの

で、南辺部は深く、東辺の北に行くに従い浅くなる。

c区で検出された館跡に伴う区画施設となる可能性
もある。26• 27 • 29号溝跡は一連の溝跡で、 11号溝

跡とは軸が異なる。21• 23号溝跡、 31• 32号溝跡も

一体のものであろう。第2号道路跡は部分的に硬化

面と波板状の土壊が検出された。出土遺物から中世

段階の道路跡と推定される。井戸跡の内、 2基は中

世の所産である。

中世の出土遺物は少ない。在地産の揺鉢や、常滑

焼きの甕、瀬戸美濃系の平椀などが検出されている。
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1. 竪穴住居跡（古代）
A区第 1号住居跡 （第16図）

第1号住居跡は、調査区南西端部の48-7 • 8、49

-8グリッドに位置する。平面形は方形で、規模は

長軸長4.05m、短軸長3.95m、深さ0.36mである。

主軸方位はN-61° -Eを指す。

第16図 A区第1号住居跡

床面はやや凹凸をもつが、全体に固く踏み固められ

ていた。カマドは東壁に設置され、燃焼部先端は壁

を切り込んでいる。袖は褐色粘土で構築され、遺存

状態はあまり良くない。ピットは 5本検出されたが、

主柱穴配置は不明である。壁溝は南壁から西壁にか
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1 黒色土

2 黒褐色土 ローム粒子少臣

3 暗褐色土 黒褐色土混入

4 明褐色士 ローム粒子多旦

5 明褐色土 焼土粒子多益。ローム粒子少旦

6 暗褐色土 焼土粒子多忌。炭化物粒子少員

7 黒褐色土 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子少塁

8 赤褐色土焼土粒子主体

9 黒褐色土 ロームプロック・炭化物粒子混入

10 褐色土 ローム粒子少忌

11 褐色士 焼土粒子・ローム粒子少忌

ピット 3

1 暗褐色土 ローム粒子少旦

2 暗褐色土

ピット4

1 黒褐色土 ローム粒子少旦

2 暗茶褐色土

E 55.60 E' F 55.20 ー上' 彗 ．20 一旦＇

ロ 21'!1。
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けて部分的に巡る。

出土遺物は少なく、土師器坪．椀 ・甕 ．壺、須恵

器杯、土錘がある（第17図）。土師器拓は口径10~11

cm前後の小振りなものが主体で、内屈口縁坪 (1~ 

4) と、模倣坪 (5~7)がある。2は完形品で、

カマド脇の壁直下から出土した。甕はカマド火床面

から検出された。口縁部の屈曲の強いもの (11) と

弱いものがある (12)。須恵器坪は小片で、器形は不

明である (8)。末野産。時期は熊野I期と考えられ

第17図 A区第 1号住居跡出士遺物

る。

A区第2号住居跡（第18図）

第2号住居跡は調査区南西部の48-8グリッドに

位置する。住居中央部を第1号溝跡が横断している。

平面形は長方形で、規模は長軸長3.75m、短軸長3.00

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-l ° -Eを

指す。

床面は凹凸があり一定しないが、全体的に堅く踏

み固められていた。堆積状況は深度が浅いために不

ミ三ニロ

口 ▽二ロ ／ 
¥8  

ミ：7

□□―-; 
＼，  

＼ 

こ

11 

： 
◎ 13 

(l/3) 

］
 

I 2 

|,',1:3 ＼怜
0 50D 

第3表 A区第 1号住居跡出土遺物観察表（第17図）

番号 器種 口径 器品 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 土師坪 (10. 0) 2. 9 AB A 明褐色 20% 覆土。口縁直下迄ケズリ及ぶ

2 土師坪 10. 3 3. 2 A A 褐色 100% Na8。口縁直下からケズリ

3 土師坪 (10. 5) 3.1 AB A 褐色 30% 覆土

4 土師坪 (11. 8) 4. 2 A A 褐色 30% Na2 N紅床直

5 土師坪 (11. 0) 2. 5 A A 褐色 5% 覆土

6 土師坪 (10. 8) 2. 8 AC B 淡褐色 15% 覆土

7 土師坪 (11.0) 2. 5 AB A 黄褐色 20% 覆土。体部上位無調整部残す

8 須恵杯 (lo. o) 2. 2 B片 A 淡灰色 5% 覆土。末野産， 土師椀 (16. 0) 4. 7 AB A 褐色 5% 覆土。口縁直下迄ケズリ及ぶ

10 土師壷 3. 4 (7. 2) AB A 暗褐色 40% 覆土

11 土師甕 21. 0 16. 2 ABD A 褐色 40% カマド火床面ぬ16 

12 土師甕 (21. 0) 25.0 ABC B 明褐色 50% カマド火床面NQ6

13 土錘 NQ5。長さ3.9cm。最大径1.2cm。孔径0.4cm。重さ5.6 g。胎土A・B。焼成A。褐色
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第18図 A区第2号住居跡 ・出土遺物
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第4表 A区第2号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵商台椀 (14. 3) 4. 8 E片 A 灰褐色

2 須恵甕 (35. 0) 5. 6 BE片 A 暗灰色

3 須恵甕 9. 5 17. 4 E片 A 灰褐色

4 須恵JIIl 1. 6 (7. 2) BE A 灰褐色

5 土師坪 12. 0 3. 5 D A 褐色

6 土師甕 (18. 0) 5.1 BC A 褐色

7 土師甕 (18. 8) 5. 6 B A 淡褐色

8 土師甕 (20. 6) 6. 0 AB A 褐色

明確であるが、特に人為的に埋戻した状況は認めら

れない。

カマドは北壁のコーナーに寄った位置に設けられ

る。燃焼部は壁を切り込んでおり、焚口部底面は一

段低く掘り込まれている。袖は遺存していなかった。

貯蔵穴は北西コーナーにある。平面形は楕円形で、

規模は長径84cm、短径66cm、深さ25cmである。ピッ

トは 1本検出されたが、住居に伴う柱穴ではない。

深さ15cm。

また、住居中央部に直径1.20mほどの床下土壊が

検出された (SKOl)。埋土にはロームブロックが多

量に含まれ、明らかに人為的に埋め戻されている。

底面には灰色の粘土を薄く貼っている状況が確認さ

れた。壁溝は巡るが、不明瞭な部分がある。

出土遺物は土師器坪・甕、須恵器皿・高台椀．甕

がある（第18図1~8)。5の土師器坪は体部下端へ

ラケズリ、底部中央部には砂が付着している（砂底）。

貯蔵穴上面付近から出土した。須恵器は36片出土し、

末野産が32片、南比企産が4片である。時期は熊野

第5表 A区第3号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 土師杯 12. 3 4.4 ABE A 茶褐色

2 土師牙 13.0 (3. 6) AB B 褐色

3 土師鉢 (25. 0) 5.5 AB A 橙褐色

4 須恵甕 (30. 0) 5.8 BC片 B 黄灰色

5 須恵甕 3. 7 (20. 0) BC A 暗灰色

6 土師甕 22. 5 33. 6 4. 6 ABC B 淡褐色

7 土師甕 22. 0 31. 9 4. 0 ABC B 淡褐色

8 土師甕 (21.0) 7.8 B A 淡褐色， 土師甕 2.8 (5. 4) ABC A 明褐色

10 須恵坪 2.3 B A 明灰色

11 須恵甕 F A 灰色

残存 備考

20% N叫。末野産

15% NQ2。末野産

15% SKl N(ll。末野産。底部外面ヘラケズリ

20% 覆土。末野産

80% N叫。 覆土。底部外面中心砂底痕残る

25% No2 3 

10% 覆土

10% 榎土

VI期と考えられる。

A区第 3号住居跡（第19図）

第3号住居跡は47・48-7グリッドに位置し、南西

部は調査区外に延びている。平面形は方形で、規模

は長軸長3.32m、短軸長3.28m、深さ0.40mである。

主軸方位はN-43° -Eを指す。

床面は全体的に平坦で、堅く締まっていた。特に

カマド前面は堅緻であった。埋土は第 2層にローム

ブロックが含まれるが、概ね自然堆積と考えられる。

カマドは北東壁に設置されている。燃焼部はほぼ

壁内に納まり、先端部が僅かに壁を切り込んでいる。

袖は白色粘土を積み上げて構築されていた。ピット

は1本カマド脇にあるが、遺構確認段階に検出され

たもので、本住居跡に伴うものではない。壁溝は南

東壁で部分的に検出されたのみである。

出土遺物は土師器坪 ・甕．鉢、須恵器坪．甕があ

る（第20図）。土師器杯（ 1)は南コーナ一部の床上

3 cmと29cm浮いた位置から出土しており、周囲から

流れ込んだものと思われる。口径は12cm代と比較的

残存 備考

55% ぬ2022。口縁内面段が付く

10% 覆土

15% 覆土。口縁部波状に歪む。

10% ぬ1。末野産。口縁部折返し

5% 覆土。末野産か。内面著しく磨滅。

80% カマド内No3・4他

75% N(l5 9他

35% Nn21。

20% 覆土

10% 覆土。湖西産。器壁厚い。底部＋体部回転ヘラケズリ

覆土。産地不明。硬質に焼き締まるが素地土粗い
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第19図 A区第3号住居跡
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1 黒褐色土 ローム粒子少塁

2 明褐色土 ロームプロック混入

3 黒褐色土 ローム粒子少景

4 明褐色土 ローム粒子少忌

5 黒灰褐色土焼土粒子少塁。 粘土質

6 明灰褐色土 焼土粒子 ・炭化物粒子徴旦

7 明茶褐色土 ローム粒子・ 焼土粒子・炭化物粒子微塁

8 黒褐色土 炭化物・ローム粒子混入

9 白色粘質土 ローム粒子 ・焼土粒子・ 炭化物粒子微塁

10 黒褐色土 ローム粒子・ 炭化物粒子少塁

m湘ー2
 

大きく、本遺跡では古段階の模倣杯である。2は

内屈口縁の北武蔵型坪の小片である。3は鉢とした

が、口縁部が波打ち、壺胴部下半部の未製品かもし

れない。6• 7は土師器甕で、カマド及びその前面

から潰れた状態で出土した。8の甕は床上30cm浮い

た位置から出土している。胴部タテケズリを基本と

し、器壁は厚い。

須恵器は少なく、図化した甕が3点、坪l点の他、

捏鉢と思われる破片が1点ある。時期は熊野I期と

考えられる。

A区第4号住居跡（第21図）

第4号住居跡は調査区南西部の47-7 ・ 8グリッ

ドに位置する。覆土上層を第2号溝跡が横断してい

る。平面形は整った方形で、規模は長軸長3.63m、

短軸長3.60m、深さ0.18mである。主軸方位はN-

39° -wを指す。

床面はやや凹凸が目立ち、カマドから住居中央部

にかけては非常に堅く踏み固められていた。埋土は

微細なローム粒子を多量に含む暗褐色土で、大きな

土層変化は観察されなかった。

カマドは北西壁に設置され、燃焼部は壁を25cm切

り込んでいる。袖は白色粘土を積み上げているが、

遺存状態は悪い。第5層は掘り方と思われ、火床面

は第5層上面が相当しよう。

ピットは1本検出されたが、柱穴とは異なる。主

柱穴配置は不明である。壁溝はカマドを除き概ね全

周するが、北西壁では壁ラインよりも僅かに内側に

検出された。
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第20図 A区第3号住居跡出土遺物
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出土遺物は少ない。器種としては土師器坪・皿・甕、

須恵器坪．蓋がある（第21図1~8)。1は内屈口縁

の北武蔵型坪。2• 3は土師器皿で、同一個体の可能

A区第5号住居跡（第22図）

第5号住居跡は調査区南西部の46-7 ・ 8グリッ

ドに位置する。住居跡西半は調査区外に延び、北半

性がある。4は末野産のかえり蓋。歪みがあり、天井 は町教育委員会により調査されている。重複する第

部が落ち込んでいる。5は南比企産の坪底部であるが、 1 • 10号土壊及び、第4• 5号掘立柱建物跡に切ら

混入の疑いがある。土師器甕は口縁部が緩やかに外反 れていた。平面形は方形系と推定され、残存規模は

し、胴部はタテまたはナナメケズリを基本としている。 南北長3.72m、東西残存長3.42m、深さ0.18mであ

須恵器は4片出土し、杯2、甕l、蓋1点で末野産が る。主軸方位はN-60° -Eを指す。

3点、南比企産が 1点という構成比である。時期は熊 床面はやや凹凸が目立つが非常に堅く踏み固めら

野I期新相と考えられる。 れていた。埋土は焼土・ローム混じりの暗褐色土で
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第21図 A区第4号住居跡 ・出土遺物
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第6表 A区第4号住居跡出士遺物観察表 （第21図）

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

l 土師坪 (12.6) 3. 7 AC A 褐色 15% 覆土

2 土師皿 (17. 7) 3.8 ABC A 褐色 20% N叫

3 土師皿 (18. 8) 3. 5 B A 褐色 20% 池5

4 須恵蓋 (16. 8) 1. 2 BC片 A 灰色 20% NQl0。末野産。天井部落ちこみ歪む

5 須恵坪 0.8 (8. 0) B針 A 黄灰色 20% 覆土。 南比企産。底部回転ヘラケズリ

6 土師甕 (21. 6) 7. 5 ADE A 褐色 20% ぬ8

7 土師甕 (22. 0) 6. 4 BC A 褐色 15% 覆土

8 土師甕 4. 4 (4. 6) AB A 淡褐色 25% Nn2 

大きな土層変化は見られなかった。 カマド及びピットは町教育委員会調査分に相当す
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第22図 A区第5号住居跡・出土遺物
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第7表 A区第5号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 土師妬 (11. 9) 2.0 B A 褐色 5% 覆土

2 土師坪 (11.3) 2.5 BC A 明褐色 5% 覆土

3 土師杯 (13. 2) 3. 2 BD A 明褐色 5% 覆土

4 土師杯 (12. 1) 1. 9 BD A 褐色 15% 覆土

5 土師杯 (11. 8) 2. 2 AC A 褐色 5% 覆土

6 土師坪 (10. 8) 3. 9 AD A 褐色 40% 覆土

7 土師坪 (14. 6) 2. 8 BC A 明褐色 5% 覆土。口縁部内屈

8 土師暗文牙 (15. 8) 3. 2 AB A 明褐色 5% 覆土。内面放射暗文， 土師甕 2. 3 (4. 6) AB A 暗褐色 40% 覆土

10 手捏ね土器 3. 4 AB A 暗褐色 5% 覆土。内外面雑な指ナデ。粘土の亀裂痕顕著

11 留金具 覆土。縦2.4cm。横2.5cm。厚さ0.2cm。鉄製

る。壁溝は南壁に沿って巡っていた。 のはない。

出土遺物は少なく、土師器杯と甕、手捏土器、鉄 時期は不明確であるが、熊野I期古相に相当する

製留金具がある。第22図1~8は坪で、模倣杯、有 段階と考えておきたい。

段口縁杯、北武蔵型坪、暗文杯が混じる。 6は模倣 A区第6号住居跡（第23図）

杯を意識したものか。11は鉄板に鋲が貫通している。 第6号住居跡は46-8グリッドに位置する。住居

須恵器は細片が 6点出土しているが、図化可能なも 跡のコーナ一部が検出されたのみであるが、町教育
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第23図 A区第6号住居跡・出土遺物
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第8表 A区第6号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 土師杯 12. 3 3. 9 BE A 明褐色 100% Nol 

2 土師杯 12.0 3. 6 AC  A 褐色 80% 覆土

3 須恵杯 2. 4 (7.0) D片 A 灰褐色 20% 覆土。末野産。底部BO手法

4 土師甕 (18. 4) 3.5 AB A 褐色 25% 覆土

委員会調査区にうまく整合しない。第3号溝跡との

新旧関係は不明確であるが、本住居跡の方が新しい

可能性がある。平面形は不整形で、残存規模は長軸

長2.20m、短軸長1.70m、深さ0.18mである。主軸

方位は不明である。

床面は凹凸が顕著である。埋土はローム混じりの

黒褐色土で、細かい撹乱が多い。

調査区内にカマドは検出されなかった。ピットは

1本検出されたが、住居に伴うものではない。壁溝

は部分的に巡っていた。

出土遺物は土師器杯・甕、須恵器杯がある（第23

図l~4)。1は完形の土師器坪で、約10cm浮いた位

置から伏せた状態で出土した。 2も同類。体部下端

から底部にかけてヘラケズリされる。底部中央付近

には指頭による凹みが残る。3は末野産の須恵器杯

で、底部は回転糸切り。4は「コ」の字状口縁甕で

ある。

須恵器は 8片出土し、坪4、蓋2、瓶類2点であ

る。瓶類は産地不明、その他は末野産である。時期

は熊野V期～VI期古段階と考えられる。

A区第7号住居跡（第24図）

第7号住居跡は47-8 ・ 9グリッドに位置する。重

複する第8号住居跡を切っていた。また、第2号掘

立柱建物跡とも重複し、 PlOは床面を切っていたこ

とから掘立柱建物跡の方が新しいものと判断した。

第19号土壊も住居跡よりも新しいものである。

平面形は長方形で、規模は長軸長4.34m、短軸長

3. 90m、深さ0.17mである。主軸方位は座標北（N

-0゚ ）を指す。

床面は凹凸が顕著である。埋土は南側からローム

ブロックを多量に含む土（第4層）が入り込むが、

すべて埋め戻されたものではなかろう。
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